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研究計画書講座でできるようになること 

「富士未来学」における課題研究について、探究の

過程の全体像を説明できる。自らの興味・関心から

課題を発見し、研究課題を設定した過程を、経験を

踏まえて説明できる。研究課題を解決するための研

究計画の立案方法を、経験を踏まえて説明できる。 

 

研究計画書講座で学ぶこと 

異学年交流をとおして得た気付きから、自らの研究

を改善する姿勢を学ぶ。 

月  日（  ） 

 

 

東京都立富士高等学校 

東京都立富士高等学校附属中学校 

 

富士未来学Ⅴ 
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高校２年  組  番 氏名             
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研究計画書講座① 
 
ルーブリックを見返しながら、自己の到達度を確認し、改善を図りましょう。 

 

１ 富士未来学Ⅳの1年間の活動内容 

 
高校１学年では、研究計画書（次ページ）の作成を行い、ポスター発表をします。 

  

育
成
し
た
い
資
質
・
能
力 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
観
点 

評
価
の
観
点 

評
価
の
対
象 

高度に達成されている 達成されている 一部に課題あり 自
己
評
価 

教
員
に
よ
る
評
価 Ａ Ｂ Ｃ 

挑
戦
力 

自
己
改
善 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

９
の
記
述 

９において、異学年交流で得

た気付きから、自己調整力が

必要であった場面や、自分の

研究をどのように改善するか

を記述している。 

９において、異学年交流で得

た気付きから、自己調整力が

必要であった場面について、

記述している。 

９において、自己調整力が必

要であった場面について、記

述していない。 

  

理
数
的
発
見
力 

課
題
判
断 

思
考
・
判
断
・
表
現 

６
の
記
述 

６において、高校１年生の時

に、自分が課題設定をしたと

きの過程についての説明を、

理科や数学の見方・考え方を

働かせて判断したことを踏ま

え、記述している。 

６において、高校１年生の時

に、自分が課題設定をしたと

きの過程についての説明を記

述している。 

６において、高校１年生の時

に、自分が課題設定をしたと

きの過程についての説明を記

述していない。 

  

学年 段 階 学期 課題研究の流れと各学年で実施する講座の概要 挑戦力 
理数的

発見力 

理数的

解決力 

高
校
１
学
年 

富士未来学Ⅳ 

理数探究 

２単位 

疑問をもったことか

ら課題の発見，研究

テーマについて発表 

1 

【課題の発見・疑問から問いへ・研究デザインの方法】課題発見講座Ⅲ

をとおして，興味・関心によって文献をインターネットで調査し読み込

み，課題研究のテーマを発見する。質問紙講座Ⅰで質問紙（アンケート

用紙）製作の基礎を学習し，実践することで課題の根拠とする。 

・富士未来学Ⅳガイダンス 

・課題発見講座Ⅲ 

・質問紙講座Ⅰ 

・富士未来学発表会１回目 

 ○ ○ 

2 

【課題の発見・問いから研究計画立案】研究計画書講座で発見した課題

について研究計画書を作成し，富士未来構想サポートチームや異学年研

究交流で質疑応答を行う活動をとおして，課題としての妥当性を指摘し

合い，試行錯誤しながら問いを立てる。 

・研究計画書講座 

・個人・グループ研究 

○ ○ ○ 

3 

【仮説から研究計画立案と中間発表会・研究テーマ決定】仮説の設定と

研究計画立案の過程での大学の研究者や上級生の質疑応答によりＰＤＣ

Ａを繰り返し，研究テーマを決定する。 

・個人・グループ研究 

・ポスター発表 

・富士未来学発表会２回目 

・ポスター改善 完成したポスターは Web 発表する。 

○  ○ 
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２ 研究計画書ポスターレイアウト例 

富士未来学Ⅳでは、自分の興味・関心のある分野から研究課題を設定し、研究計画書を作
成します。学校でのラボ活動の時間で研究の進捗状況の報告をすることや、異学年交流で質
疑応答をして、各自で課題研究を進めていきます。試行錯誤しながら、研究課題や研究計画
の見直しを行い、自己調整をしていきます。失敗を恐れず、うまくいかなくても途中であき
らめず、そして、挑戦力を働かせながらやり抜くことが重要です。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ ポスターのレイアウト例 
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３ ３つの力と探究の過程の関係 

 
 

 
図２ 富士未来学の３つの力と探究の過程の関係 

挑 戦 力 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己改善 

粘り強く試行錯誤する中で、失敗から改

善策を考え、より良い方法で実践するた

めの自己調整をしようとする力 

 

試行錯誤 

解決策が見いだされていない未知の課題

に対して解決方法を吟味して、前向きに

何度でも粘り強くやり直そうとする力 

 

価値創造 

課題の発見、課題の解決、自己調整を繰り返す中

で、既存の価値に代わる新たな価値創出の可能性を

見いだし、新たな価値を創造し続けようとする力 

 

理数的発見力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理数的解決力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査比較 

挑戦力を働かせて、知的好奇心に基
づいて調査し、これまでの経験や知
識とも照らし合わせながら、疑問を
もったことから課題を見いだす力 

課題判断 

発見した課題に対して、科学的に解
決できる課題であることを理科や数
学の見方・考え方を働かせて判断す
る力 

仮説説明 

発見した課題から仮説を設定し、

科学的に検証できることを説明す

る力 

 

計画実践 

挑戦力を働かせて、設定した仮説を

検証するための計画を立案し、計画

を見直しながら実践する力 

 

分析解析 

多面的にデータを収集し、信頼性
のある適切なデータを抽出し、検
定等の統計的な手法を用いて分析
し、解析する力 

結論伝達 

データの解析から、数値に基づい
た根拠を裏付けにして解釈し、自
ら考えた結論を他の人が納得する
ように説明する力 
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挑戦力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 挑戦力を働かせて課題研究に取り組む 

課題研究を進める過程では、挑戦力を働かせる必要があります。富士未来学Ⅳでは、下の
図の検証計画の立案までを行います。研究計画書を作成し、ポスター発表をします。人によ
っては検証実践まで進み、得られた結果を考察し、新たな問いを立てて、探究のサイクルを
回していきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 挑戦力を働かせる 

 
これまでの課題発見講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲでは、「研究課題」を設定する方法や、先行研究の整

理の仕方を学び、理数的発見力を育成しました。また、データ分析講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、プレゼ
ン講座Ⅰ・Ⅱ、質問紙講座Ⅰでは、検証の仕方、結果の示し方、結論の伝達の仕方を学び、
理数的解決力を育成しました。探究基礎講座では、課題研究の流れを学び、プレ課題研究を
行うことで、高校での課題研究の準備段階の活動をしました。 
富士未来学における探究の過程では、試行錯誤しようとする力、自己調整しようする力、

価値を創造しようとする力を挑戦力としています。 
 高校１学年では、研究計画書講座で学んだことを実践し、検証計画の立案までを行い、ポ
スター発表をします。高校 1 年生が異学年交流をとおして、より良い研究計画書にするため
に、高校 2 年生の皆さんが研究課題の設定や検証計画の立案において、挑戦力を働かせて粘
り強く取り組んだ経験を伝えましょう。 

 

観察調査

疑問

問い 仮説

検証計画

検証実践 結果

考察

結論
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５ 研究課題の設定（異学年交流第１回） 

異学年交流第１回では、まず高校２年生である皆さんが、自らの研究課題の設定について
の経験を、高校１年生に伝えます。その後、高校１年生による、設定した研究課題について
の発表を聞きます。自らの経験を踏まえて、助言をしてください。高校１年生は、準備とし
て、背景（動機）、疑問、研究課題（問い）について、富士未来学テキストに記述していま
す。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図４ 「背景（動機）」「疑問」「研究課題（問い）」 
 
高校１年生は、以下の②から④について発表します。特に、④研究課題（問い）の設定の

仕方を伝えることが、高校２年生の異学年交流の主な目的です。 
 
①疑問をもっている分野として、何を選んだかを書きましょう。 

②背景（動機）を記述しましょう。 

③疑問を書きましょう。 

例）「なぜ富士高校の生徒は、地球温暖化への意識があるのか？」 

④研究課題（問い）を書きましょう。 

例）「何が、富士高校の生徒の地球温暖化への意識をもたせる要因となっているか？」 

例）「どのようにして、富士高校の生徒の地球温暖化への意識が高められているのか？」 
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６ 自らの研究課題の設定についての経験 

異学年交流の前に、準備しておきましょう。 

 

７ 研究課題を発表する 

高校１年生の興味・関心のある分野についての「背景」「疑問」「問い」の記述を基に、
異学年交流を行います。高校２年生は、自らの研究課題の設定についての経験を高校１年生

に伝えます。進行表を参考に司会とタイムキーパーが協力して異学年交流を進めます。 

表１ 異学年交流進行表（メンバーを替えて２回実施 １回 20 分程度） 

①自分が設定した研究課題（問い）を書きましょう。 

 

②高校１年生に向けて、自分が課題設定をしたときの過程について説明しましょう。 

 

 

 

時間（分） 活動内容 高校２年生（１名以上） 高校１年生（１名） 

２ 準備 
ラボ全体で司会１名（２年生）とタイムキーパー1 名（２年生）を決める。机

の並べ替えや、資料の準備などを行う。挨拶と自己紹介をする。 

司会 
「本日の異学年交流のテーマは研究課題の設定についてです。 

それでは始めます。まず、２年生の発表です。」 

５ 
２年生の 

発表 

研究計画書の、特に研究課題の設定に

ついて発表する。 

発表を聞き、①自分の課題研究に取り

入れたい点を記録する。 

司会 「次に、１年生の発表です。」 

３ 
１年生の 

発表 

発表を聞き、必要な場合は、記録をと

る。 

興味・関心のある分野と「背景」、そ

こから生じた「疑問」、具体化した

「研究課題（問い）」を発表する。 

司会 「質疑応答です。」 

５ 質疑応答 
１年生との質疑応答や、自分の研究活

動を踏まえた助言を行う。 
２年生との質疑応答や、助言を聞く。 

司会 
「１年生は今後の課題研究の展望について発表してください。 

2 年生は 1 年生へのコメントを記入して渡してください。」 

７ まとめ 
今後の研究の展望を話した後、１年生

へのコメントを記述して渡す。 

②質疑応答や助言の内容と③「研究課

題の設定」の展望を記述する。 

司会 「それでは、グループのメンバーを入れ替えます。」 
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８ 研究課題へのコメントを別紙に記述 

高校１年生へのコメントを別紙に記述し、渡します。 

９ 異学年交流で得たことから自己改善 

 

１０ ルーブリックによる自己評価 

 
引用文献 

(1)  東京都立富士高等学校・東京都立富士高等学校附属中学校（2021）『令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究
開発実施計画書【開発型・実践型】』 

 

 

 

 

異学年交流で得た気付きから、自己調整力が必要であった場面や、今後どのように自分の 

研究を改善するか記述しましょう。 

 

 

 

 

育
成
し
た
い
資
質
・
能
力 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
観
点 

評
価
の
観
点 

評
価
の
対
象 

高度に達成されている 達成されている 一部に課題あり 自
己
評
価 

教
員
に
よ
る
評
価 Ａ Ｂ Ｃ 

挑
戦
力 

自
己
改
善 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

９
の
記
述 

９において、異学年交流で得

た気付きから、自己調整力が

必要であった場面や、自分の

研究をどのように改善するか

を記述している。 

９において、異学年交流で得

た気付きから、自己調整力が

必要であった場面について、

記述している。 

９において、自己調整力が必

要であった場面について、記

述していない。 

  

理
数
的
発
見
力 

課
題
判
断 

思
考
・
判
断
・
表
現 

６
の
記
述 

６において、高校１年生の時

に、自分が課題設定をしたと

きの過程についての説明を、

理科や数学の見方・考え方を

働かせて判断したことを踏ま

え、記述している。 

６において、高校１年生の時

に、自分が課題設定をしたと

きの過程についての説明を記

述している。 

６において、高校１年生の時

に、自分が課題設定をしたと

きの過程についての説明を記

述していない。 
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研究計画書講座② 
 
ルーブリックを見返しながら、自己の到達度を確認し、改善を図りましょう。 

 

１１ 研究計画書の作成（異学年交流第２回） 

異学年交流第２回では、まず高校２年生である皆さんが、自らの研究計画書の作成につい
ての経験を高校１年生に伝えます。その後、作成した研究計画書についての高校１年生の発

表を聞きます。自らの経験を踏まえて、助言をしてください。高校１年生は、準備として、
研究計画書を作成しています。 
 

１２ 研究計画書の作成についての経験 

異学年交流の前に、準備しておきましょう。 

育
成
し
た
い
資
質
・
能
力 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
観
点 

評
価
の
観
点 

評
価
の
対
象 

高度に達成されている 達成されている 一部に課題あり 自
己
評
価 

教
員
に
よ
る
評
価 Ａ Ｂ Ｃ 

挑
戦
力 

自
己
改
善 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

１
５
の
記
述 

１５において、異学年交流で

得た気付きから、自己調整力

が必要であった場面や、自分

の研究をどのように改善する

かを記述している。 

１５において、異学年交流で

得た気付きから、自己調整力

が必要であった場面につい

て、記述している。 

１５において、自己調整力が

必要であった場面について、

記述していない。 

  

理
数
的
発
見
力 

課
題
判
断 

思
考
・
判
断
・
表
現 

１
２
の
記
述 

１２において、高校１年生の

時に、自分が研究計画書を作

成したときの過程についての

説明を、理科や数学の見方・

考え方を働かせて判断したこ

とを踏まえ、記述している。 

１２において、高校１年生の

時に、自分が研究計画書を作

成したときの過程についての

説明を記述している。 

１２において、高校１年生の

時に、自分が研究計画書を作

成したときの過程についての

説明を記述していない。 

  

高校１年生に向けて、自分が研究計画書を作成したときの過程について説明しましょう。 
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図５ ポスターのレイアウト例 
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１３ 研究計画書を発表する 

進行表を参考に司会とタイムキーパーが協力して異学年交流を進めます。 

表２ 異学年交流進行表（メンバーを替えて２回実施 １回 20 分程度） 

 

１４ 研究計画書へのコメントを別紙に記述 

高校１年生へのコメントを別紙に記述し、渡します。 

  

時間（分） 活動内容 高校２年生（１名以上） 高校１年生（１名） 

２ 準備 
ラボ全体で司会１名（２年生）とタイムキーパー1 名（２年生）を決める。机

の並べ替えや、資料の準備などを行う。挨拶と自己紹介をする。 

司会 
「本日の異学年交流のテーマは研究計画書についてです。 

それでは始めます。２年生の発表です。」 

５ 
２年生の 

発表 
研究計画書について発表する。 

発表を聞き、①自分の課題研究に取り

入れたい点を記録する。 

司会 「次に、１年生の発表です。」 

３ 
１年生の 

発表 

発表を聞き、必要な場合は、記録をと

る。 
研究計画書について発表する。 

司会 「質疑応答です。」 

５ 質疑応答 
１年生との質疑応答や、自分の研究活

動を踏まえた助言を行う。 
２年生との質疑応答や、助言を聞く。 

司会 
「2 年生は今後の課題研究の展望について発表してください。 

2 年生は 1 年生へのコメントを記入して渡してください。」 

７ まとめ 
今後の研究の展望を話した後、１年生

へのコメントを記述して渡す。 

②質疑応答や助言の内容と③研究計画

書の作成についての展望を記述する。 

司会 
「それでは、グループのメンバーを入れ替えます。 

グループのメンバーに挨拶をして移動しましょう。」 
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１５ 異学年交流で得たことから自己改善 

 

１６ ルーブリックによる自己評価 

 
引用文献 

(1)  東京都立富士高等学校・東京都立富士高等学校附属中学校（2021）『令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究
開発実施計画書【開発型・実践型】』 

 

異学年交流で得た気付きから、自己調整力が必要であった場面や、今後どのように自分の 

研究を改善するか記述しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

育
成
し
た
い
資
質
・
能
力 

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
観
点 

評
価
の
観
点 

評
価
の
対
象 

高度に達成されている 達成されている 一部に課題あり 自
己
評
価 

教
員
に
よ
る
評
価 Ａ Ｂ Ｃ 

挑
戦
力 

自
己
改
善 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

１
５
の
記
述 

１５において、異学年交流で

得た気付きから、自己調整力

が必要であった場面や、自分

の研究をどのように改善する

かを記述している。 

１５において、異学年交流で

得た気付きから、自己調整力

が必要であった場面につい

て、記述している。 

１５において、自己調整力が

必要であった場面について、

記述していない。 

  

理
数
的
発
見
力 

課
題
判
断 

思
考
・
判
断
・
表
現 

１
２
の
記
述 

１２において、高校１年生の

時に、自分が研究計画書を作

成したときの過程についての

説明を、理科や数学の見方・

考え方を働かせて判断したこ

とを踏まえ、記述している。 

１２において、高校１年生の

時に、自分が研究計画書を作

成したときの過程についての

説明を記述している。 

１２において、高校１年生の

時に、自分が研究計画書を作

成したときの過程についての

説明を記述していない。 

  


